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検索語 ネギ・湿害軽減・耐湿性品種・酸素供給剤・もみがら

根深ネギ栽培における湿害発生の品種間差と

耕種的軽減化技術

村永j慎一郎・畠山雅直・驚藤祐一・渡辺 情*・剣持伊佐男 *2

要 皆

ネギの湿害を軽減する耕種的な方法として、耐湿性に鑑れる品撞の選定、題委素供給剤・もみがら

を利用した土壌環境改善による湿害軽減方法を検討した。品種は「冬爵3号」、「ホワイトスターJ、

「秀逸」が多温条件下でも収量性が優れていた。また、定植前の臨場全面にもみがら600kg/1000ni、

酸素供給斉IJl20kg/1000niを施用することで混害軽減効果が認められた。さらに、資材の施用量を減

らすために資材の局所施用について検討を行ったところ、定植時に駿素供給剤、土寄せ時にもみが

らをネギの株元に施用することで、定横前全面施用に対し、もみがらは75九減の150kg/1000ni、酸

素供給剤は50%減の60kg/1000niで、温害軽減に効果が認められた。

緒員

ネギは多溜に弱い品目のーっとされ、権稿、台風、

秋雨、集中豪雨などによる冠水・湛水状態が続くと

混害が発生し、生産が不安定になる。ネギ(根深ネ

ギ)は軟白部を確保するために、植え溝や平床への

定植が行われるが、捕え溝定植で、は植え溝に雨水が

流入し、また、平床定植では傾斜面の低い場所や局

所的に窪んだ部分に罰水がたまり、株元まで湛水し

やすい。湛水条件下では、根闘環境が悪化し、生育

不設や各種病害発生に影響を及ぼすと考えられる。

湿害が発生しやすい間場は、闘場基盤や排水路が

未整備なために雨水がたまりやすく、排水性が悪い

場所が多い。このような闘場では、降雨による土壌

表面の硬化(クラスト形成)により、土壌中の酸素

欠乏や降雨後の湛水が助長されやすい。そのため、

湿害の発生しやすい間場では、暗渠や明渠の整備な

ど閉場の排水性を改善することが有効で、あると患、わ

れる。栽培面からの湿害対策については、ネギの栽

培様式の特殊性から有効な技術が確立されていな

*現群馬県農政部技術支援課

ネ 2現群馬県吾妻県民局菩妻農業事務所

い。ネギは株元への土寄せにより軟自部を確保する

ことが必要なことから、他の品目で取り組まれてい

る高畝栽培による湿害の回避が難しい。このような

ことから、ネギの耕種的な湿害軽減策としては、湛

水時あるいは湛水後の根菌環境の悪化を軽減させる

方法、また、耐湿性に優れる品撞を組み合わせるな

ど、体系的な混害軽減策が必要で、あると思われる。

さらに、ネギの耐、湿性の品種間差や耕種的な湿害軽

減化技術に関する研究例は非常に少ない。そこで、

本研究では、市販されているネギの耐湿性の品種間

差を調査し、湿害に強いネギ品種の選定と、もみが

ら・酸素供給剤を利用した耕種的な湿害軽減化技術

について検討を行った。資材の利用については、コ

スト・散布労力の低減を閤るために、資材の局所的

な施用方法についても検討を行った。

なお、本試験は先端技術を活用した農林水産研究

高度化事業「関東地域・露地野菜産地における降雨

リスク軽減技術の確立 (2005"-'2007年度)Jの助成

を受けて実施した。

試験方法

1 耐湿性に優れるネギ品種の選定

試験には市販されているネギ13品種、「彩輝」、 f古
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蔵j、「長宝」、「宏太郎」、「夏鼠2号j、「十回一本太J、

í~~紘一本太」、「白羽一本太J 、「龍朔j 、「春蔚j 、

「ホワイトスターJ、「秀逸j、「冬扇3号j を供試し

た。 2006年4丹20日に264穴のチェーンポットcp303

に1穴2粒ずつ播種した。 2006年6月2513に農業技術

センター(伊勢崎市 標高82m 淡色黒ボク土)内

の関場に深さ約20cmの植え溝を掘り、簡易移植機を

用いて畝間1mで定植した。施肥量は窒素成分で基肥

10kg/10aとし、追肥は土寄せ特に窒素成分5kg/1000

niを3回行った。試験底は、栽培臨場へ多かん水を

行い多温条件にした多かん水肢とかん水を行わない

無処理区を設置した。多かん水区は、ネギの各畝聞

にかん水チューブ(エパフローA型)を設置し、 l回

あたり降水最で約100mm(15mm/時間)のかん水を7

丹下旬に4問、 8月下旬に3問、 9月中旬lこ3回、 10月

上旬に3回行った(表1)。なお、試験期間中の降水

量は、平年よりも3割程度多かった。試験区は、 l区

1 ni (40株)の3反復とした。 2006年12月日日から22

5にネギを収穫し、群馬県青果物標準出荷規格に基

づき収量を調査した。

2 もみがら・酸素供給剤を利用した湿害軽減

1)資材の全面施用による混害軽減効果

試験は「自羽一本太」を供試し、 2006年4丹27日

に播種、 2006年6月1413に定植し、試験 1と同様に

栽培を行った。試験症は、もみがら600kg/1000ni、

もみがら300kg/1000ni、酸素供給剤120kg/1000ni、

酸素供給剤60kg/1 000 ni、資材なしの5区を設寵した。

資材は定植前の圃場全面に散布し、土壌濯和した。

試験区はl区9ni(3mX3畝)の3反謹とした。試験l

と向様に多かん水を7月上旬lこ3回、 8月下旬に4回、

9月上旬に5問、 10月中旬に3回行って、多極条件と

した閉場で行った(表1)0 なお、試験期間中の降水

は平年よりも3割程度多かった。 2006年11月27臼

から2913に各試験区 lniのネギを摺り取り、収量を

調査した。また、栽培期間中の2006年9月20臼に、

各試験匿の土壌中の酸素濃度を土壌ガスサンプラー

(大起理化工業岡山K-5212) により採取し、酸素モ

ニタ(泰柴電器(株)OM-25MFO 1)で調査した。

2) 資材の局所施用による湿害軽減効果

品種は「夏扇2号」を供試し、 2007年4月4日に播

種、 2007年6月20日に定植し、多かん水を7月上旬に

5回、 8月上旬iこ4囲、 9月中旬lこ2回行い、多湿条件

にした圏場で試験l、2-1)と同様に栽培を行った(表

1)。なお、試験期間中の降水量は平年よりもl割程

度多かった。資材の施用については、定植前全面施

用では、もみがら600kg/1 000 ni、酸素供給剤120kg/

1000niを定植前の顕場全面に施用し、土壌混和した。

局所施用では、もみがら300kg/1000ni(l50kg X 2囲)、

150kg/1000ni (75kg X 2回)を最初の植え溝への

入れ時(土寄せl回目)と2回目の土寄せ時の2回に

分けて株元に散布し、風で飛ばされないように、散

布後は速やかに土寄せを行った。酸素供給斉Ijは60kg

/1000ni、30kg/1000niを定植時に植え溝に散布した。

試験は、 1区7.5ni(2.5mX3畝)の5反復で、行った。

2008年1月1013から1813に各区1niのネギを掘り取

り、収量を調査した。

結果

1 耐温性に優れるネギ品種の選定

試験を実施した臨場では、多かん水後の準水期間

は半日程度であり、長期間の湛水条件を再現するま

でには主らない条件であったが、湿害の発生程度に

は品種間差がみられた。多湿条件とした多かん1k1R

では、無処理区と比較して、供試した13品種のうち

10品種で約20弘前後の減収となったのに対し、「冬爵

3号J、「秀逸」、「ホワイトスターJの3品種は

が良好で、無処理匿と同等以上の収量が得られた(図

1)。また、これらの品種については、多かん水区で

も欠株が少なかった(毘2)。

2 もみがら・酸素供給剤を利用した湿害軽減

1)資材の全面施用による撮害軽減効果

多極条件にした圃場では、もみがら600kg/1 000 ni、

酸素供給剤120kg/1000niを定植前の摺場に全面施用

した試験区において、資材を施用しなかった底より

も約50C)もの増収効果がみられた。しかし、もみがら

300kg/1 000 ni、酸素供給剤60kg/1000niの試験区で

は、資材の効果はみられなかった(図的。

また、定撞後約3ヶ月経過した生育中期に試験闘

場の土壌中の酸素濃度を測定したところ、収量の多

かった区の地下30cmの酸素濃度が資材なしの度と比

較して約0.5'"'-'0.8%高い傾向がみられた(表2)。

2)資材の局所施用による湿害軽減効果

多j盟条件の闘場で、資材を施用した区では資材な

しの区よりも収量が多かった。もみがらは局所施用

300kg/ 1 000 ni、150kg/1000niとも全面施用600kg/10

ooniよりも収量が多かった。また、酸素供給斉iは、

全面施用120kg/1000niよりも局所施用60kg/1000ni

で収量が多く、 30kg/1000niでは向等の収量であっ

た(図4)。
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試験期間中の降水量とかん水量
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図1多かん水が収量に及ぼす影響 (2006年)

注)図中の縦線は標準誤差を示す (n=3反復)

多かん水:約100mm/回(l5mm/時間)のかん水を7月4回、 8月3田、 9月3問、 10月3回行った。

試験規模:1品種40株 3反復

耕種概要喜:播種2006/4/20(チェーンポットcp3032粒播き)，定植2006/6/25.1収穫調室2006/12/11~12/22
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図2多かん水区における収穫時の欠株率 (2006年)

注)図中の縦線は擦準誤差を示す (nヱ3反復)

多かん*:約100mm/閉(l5mm/時照)のかん7k'a:-7月4問、 8月3問、 9sl3回、 10月3回行った。

試験規模:1品種40株 3反復

緋種概要:播種2006/4/20(f:r.-ンポットcp3032粒橋き)、定植2006/6/25，収穫務査2006/12/11~12/22
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もみがら l 酸素供給剤

(kg/1000m') (kg/1000m') 

図3 多湿臨場における施期資材とネギの収量 (2006年)

主主)図中の縦線は標準誤差を示す (n=3反復)

資材は定権前に会商散布、ローヲト混和した。

多かん水:約100mm/@l(l5mm/時間)7 Jl3臨、 8Jl3回、 9月5問、 10月3図

表I~稜概要:供試品種「臼羽一本太」

播種2006/4/27(チェーンポットcp3032粒播き) 定権2006/6/14

収穫調室2006/11/27~11/29 (1区1rrf擬取り)

試験規模:1区9rrf 3反復

表2 線用資材と土中の酸素濃度 (2006年)

施用資材 (kg/10a)

もみがら 酸素供給剤

地表面からの深さ
なし

300 600 60 120 

10cm (櫛え{寸け位震) 20.4免 20.4免 20.5弘 20. 6弘 20. 7見

20cm 19.8先 19.8免 19.8弘 20. 0九 20.2見

3Ocm 18.6お 18.6お 19.1% 19.0話 19.4%

注)調査臼:2006/9/20 

土壌ガスサンブラーにより土壌中の空気を採取し、酸素モニタにより測定

歓楽濃度は各試験区 (9rrf/区)の中央部で測定し、 3反復の平均値で示した。

3500 

;;;; 3000 

g 2500 
己〉

'bii 2000 
..:<: 

~ 1500 
縦
長 1000
~Ë 
ta 500 
4民
援 O

全面120 局所60 局所30

酸素供給剤

(kg/1000nf) 

思4 資材の稜類、施用方法、施用量とネギの収量 (2007年)

注)図中の縦線は襟準誤差を示す(n=5Bi:復)

多かん水:約100醐/間 7月5間，8月4回，9月2回

耕種概要:供試品種「笈扇2号j 播穣2007/5/8(チェーンポットcp3032粒播き)

定楠2007/6/251収穫、調査2008/1/10~ 1/ 18 (lIK1nf扱取り調査)

資材:(会筒)定捕前全面施用、ローグりー混和

(局所)菌変革き供給剤:主主櫛時植え議散布、もみがら:土寄せR寺株元散布 (2閉)

試験規模:1区7.5nf 5反復
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考察

ネギの耐、極性に関する研究事例は非常に少ない。

耐湿性の評価方法については、越津ネギを用いたポ

ット試験で、湛水下における根の乾物重の減少割合

や葉鞘部の褐変程度からの耐湿性評価や、さらに、

発芽誼後の種子をシャーレに罷床し、湛水条件下で、

の根長の伸長抑制率から越津ネギの耐湿性を検定し

ているI)。一方で、、ネギの栽培期間は長いため、定

植草後の幼苗期だけでなく、栽培全期間を通しての

評価が必要で、あると思われた。そこで、本研究では、

ネギの主要な作型である秋冬どりにおいて、ネギを

定植した闘場を多かん水により多湿条件にして栽培

を行い、収量i生から耐湿性に優れる品種の選定を行

った。多かん水後の湛水期間は半日韓度であり、長

期間の湛水条件を再現するまでには至らない条件で

あったが、湿害の発生程度には品種間差がみられ、

f冬扇3号」、 f秀逸」、「ホワイトスターj は、多か

ん水区で、も栽培期間中の欠株が少なく、収量性が高

いことから、耐湿性に{憂れる品種であると判断した。

ネギが湿筈を受ける要因のーっとして、土壌中の

酸素量の低下による根への酸素供給不足が考えられ

る。高温下の多混土壌条件では、土壌中の酸素量の

低下など土壌空気組成の変化により、根の皮層紹胞

が破壊され、根の機能が表退することにより、二次

的に地上部が生育不良となると考えられている以ヘ

そこで、ネギの湿害を軽減する耕種的方法として、

根闘環境の改善を図るために、もみがら・酸素供給

剤の利用について検討した。もみがらは土壌中の空

気相の胆後を阜めるため、酸素供給剤勺土水と反応

して酸素を出す資材を用い、根に産接的に駿素を供

給することを目的として施用した。もみがら600kg/

1000rrl、酸素供給剤120kg/1000rrlを定植前の圏場に

全面施用することで、多湿条件下の関場で増収効果

がみられた。また、定植後約3ヶ月経過した生育中

期に調査した試験問場の土壌中の酸素濃度は、収量

の多かった区の地下30cmの酸素濃度が収量の少なか

った区よりも約O.5"-'0.開高い傾向がみられた。土

壌中の酸素濃度の測定は、土壌がある軽度乾燥した

状態でなければ測定できないため、今回の測定は、

土壌ガスを採取できる程度の湿潤状態で実施した。

そのため、湛水条件下での酸素濃度ではないが、も

みがら・鞍素供給剤の施用によって、土壌中の酸素

濃度をわずかではあるものの高く維持できたことか

ら、湿容を軽減することができ、結果的に収量が多

くなった可能性が考えられる。

もみがら・酸素供給剤は多湿条件下で湿害を軽減

する効果があることが示唆されたが、圏場全面に施

用する場合には多量の資材が必要で、ある。そこで、

散布労力やコスト面などから、より少ない資材で湿

の軽減が期待できる施用方法として、ネギの株元

に資材を施用する局所施用について検討を行った。

局所施用により、全面施用で混害軽減効果がみられ

た施用量に対し、もみがらは75%減の150kg/1000rrl、

酸素供給剤は50見減の60kg/1000rrlで、も全面施用と罰

等以上の収量が得られた。このことから、資材を局

所的に施用することで全面施用よりも少ない資材量

で温害軽減効果があることが認められた。これは、

ネギの株元に資材が集中的に存在することで、局所

的な施用であっても、根に多くの酸素を供給できる

ことで生育への効果が認められたと考えられる。

今回の試験により、ネギの耐湿性に品種間差があ

ることや資材を利用した根閤環境の改善が湿害軽減

に有効で、あることが認められた。しかし、栽培条件

や湛水状況により樹湿性に優れたと判断した品種で

あっても湿寄を受ける可能性があると考えられる。

向様に、資材を利用した場合でも湛水状況によって

は、効果を十分に得られない可能性もあると思われ

る。そのため、ネギの湿害を軽減するには、本研究

で湿害軽減効果が認められた技術を個別に利用する

だけでなく、各技術を組み合わせて体系的に湿害対

策を行うことが有効であると思われる。また、資材

の局所施用では、関場全体ではなく、圃場内でも湿

害が発生しやすい場所への散布にとどめることで資

材の施用量を減らすことができ、散布労力やコスト

の低減につながると思われる。

今後の課題として、生育ステージ別の耐湿性や湛

水時の根の活性などの評価、また、湿害の再現方法

や嵐場試験で、の湛水状態のコントローノレなどについ

ても検討する必要がある。さらに、資材を利用した

湿害対策では、今回試験した湿害の予防策だけでな

く、湛水時や湛水直後に湿害を軽減できる技術の開

発も必要であると思われる。
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Selection of Welsh Onion Cultivars for明'etTolerance and 

Effect of Soil Conditioners on Tolerance 

lunichiro MURANAGA， Masanao HATAK忘YAMA，Yuichi SAITO， Satoru WATANABE and Isao KENMOCHI 

Summary 

We examined ways to reduce damage to Welsh onion (Allium fistulosum) caused by wet soil by the use of 

wet欄tolerantcultivars and soil conditioners.‘Fuyuougi幽III'， 'Howaitosuta'， and ‘Syu-itu' showed little yield decrease in 

wet soil. Broadcasting chaff at 600 kg/lOOO m2 or oxygen supplier at 120 kg/lOOO m2 as a soil conditioner over the 

field before transplanting 1・educeddamage. Basal application of oxygen supplier at 60 kgl1000 m2 at transplanting or 

chaff at 150 kgl1000 m2 at earthing-up as a way to reduce the quantity needed was also effective. 

-38 

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org

